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一
乳
幼
鬼
の
Y
ベ
一
一
所
得
税
の
確
定
申
告
シ
義
を
一
一
一

一
」
一
二
月
十
五
日
ま
で
に
必
す
す
ま
せ
で

一
ル
タ
リ
ン
一
円

i

一
遍
競
お
き
ま
せ
ん
と
、
納
め
な

一
昨
年
の
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
き
叩
撞
く
て
も
よ
い
税
金
、
加
算

一
な
主
結
核
健
康
診
断
で
、
と
く
に
乳
覇
軍
事
需
主
っ
て

一
幼
児
の
受
撃
が
ひ
く
か
っ
た
た
め
次
欝
き
ま
ず
か
ら
注
意
し
て
下

大
火
季
節
の
備
え
に
全
力
を
あ
げ
て
い
る
市
消
防
本
郊
で
は
、
ち
か
む
ろ
右
泊
・
セ
ル
ロ
イ
ド
・
力

i
バ
イ
ト
f
恒
一
の
日
ど
D

で
、
滋
時
ツ
ベ
ク
リ
ン
反
応
一
期
掛
さ
い
。

喜
朗
な
ど
白
霊
評
議
事
が
め
だ
ち
、
ζ

の
喜
一
ヱ
宅
、
金
属
ナ
ト
リ
ウ
ム
シ
」
ガ
ソ
リ
ン
に
よ
る
火
災
右
一
検
査
を
し
ま
す
、
和
章
一
切
語
、
一
謹
青
色
申
告
者
以
外
の
営
業

き
し
て
い
る
の
で
、
無
免
許
で
危
険
物
を
奪
三
と
の
な
い
よ
う
警
す
る
と
関
空
、
費
十
一
一
一
日
に
ひ
ら
奇
襲
通
知
書
を
忘
れ
ず
長
っ
一
饗
@
裏
(
そ
の
他
い
ろ
い
軍
}

く
危
険
物
叡
害
者
免
許
訟
験
に
は
も
れ
な
く
受
験
す
る
よ
主
ん
で
い
ま
す
。
一
六
近
く
の
議
へ
ぜ
ひ
お
乙
し
喜
一
盟
会
)
所
得
者
に
は
前
年
一
一

護
法
で
、
火
災
襲
撃
つ
く
っ
一
そ
重
量
寵
で
も
毒
薬
務
苧
一
ニ
月
十
一
、
十
二
日
午
前
九
一
レ
一
盛
の
よ
う
に
所
得
金
額
に
つ
一
一

一

j
一
一

2

鳥
山
田
百
旭
ハ
ム
民
館
、
吉
沢
小
@
的
一
野
税
〓

J
1
1
い
は
汁
司
イ
羽
…

1
1一
一

昔
、
貯
蔵
ま
草
取
扱
っ
た
目
す
るτよ
う
に
な
っ
た
主
揖U許
可
で
主
事
皇
室
℃
一
日
童
小
、
金
毘
診
療
所

a普
岡
崎
一
議
い
て
の
「
お
知
ら
せ
」
が
な
一
一

と
乙
警
は
、
必
ず
窓
緩
い
ま
章
一
璽
零
乙
え
た
石
油
り
貯
蔵
が
き
な
一
露
百
一
一
湾
十
三
日
告
十
時
診
療
所
、
域
重
量
五
日
中
原
一
護
く
昔
、
一
ニ
月
一
一
一
一
日
以
降
一
一

芸
市
の
免
許
討
議
裏
け
さ
宣
伝
書
の
立
署
長
〈
、
寄
れ
一
申
込
先
友
霊
験
場
@
市
消
防
本
部
一
小
、
豊
田
小
平
田
公
函
館
金
大
一
轟
に
皆
さ
ん
か
ら
申
出
が
長

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
め
ら
れ
て
い
ま
一
て
い
ま
す
。
乙
の
き
な
状
態
が
続
〈
(
精
霊
長
)
一
票
、
神
担
保
育
所

2

字
国
見
町
一
'
麟
醤
芸
場
合
に
「
紋
税
相
一
一

す
。
し
買
い
ま
だ
に
免
許
証
を
も
本
昔
、
茶
室
ね
く
震
が
つ
い
一
受
験
手
数
料
@
一

O
O
丹
、
免
許
交
付
一
合
会
委
須
賀
会
民
館
@
出
張
一
談
」
に
わ
ず
る

ζ
と
に
な
り
号
一
一

っ
た
穀
豊
一
人
も
お
か
ず
、
実
相
同
一
て
ま
わ
る
わ
け
で
、
震
丁
華
麗
互
手
数
守
一

0
0豆
著
書
。
一
会
館
、
平
塚
保
健
所
一
守
税
務
署
一
一

種
も
不
十
分
な
ま
〉
危
険
物
を
使
っ
た
一
の
蓄
が
の
ぞ
ま
れ
ま
す
。
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
-
-
l
i
l
i
-
-

い
け
は
げ
は
川
崎
i
L

一

白
毅
一
語
っ
た

p

レ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
一
一
一

る
と
い
う
乙
と
で
す
。
一
免
許
試
験
迫
る
…
出
ず
ら
事
J

藷
謹
芝
、
一

と
く
長
コ
ン
暴
露
ふ
一
塁
エ
一
月
十
干
一
一
喜
一
議
札
し
て
か
品
れ
る
麗
探
一

協
諮
問
問
請
の
が
れ
肝
心
一
時
域
経
目
当
諸
問
一
議
改
選
後
棋
の
審
査
委
一
小
池
実
(
限
税
)

一
一
川
口
務
(
護
婦
人
税
)

げ
品
肝
心
山
口
問
問
日
日
付
町
一
、

J
f日開ru
u
明
日
町
一
室
嵐
長
健
康
露
警
報
酬
密
資
委
員
会
委
員
一
四
人
が
ぎ
一
月
一
震
で
安
全
て
医
者
に
す
れ
る
よ
一
雲
市
部

(
g

A
J一
年
一
一
(
一
一
言
、
そ
れ
ぞ
れ
高
校
一
本
一
一
十
日
語
長
か
ら
委
嘱
長
男
告
審
査
会
を
ひ
ら
重
し
ペ
す

Z

白
星
ま
。
一
倉
田
霊
友
(
;
)

一
い
る
。
一

ζ

の
診
霊
酬
審
査
霊
在
、
霊
一
震
の
請
求
に
、
主
や
ま
と
り
雪
い
は
す
重
重
言
語
宅
診
療
を
受
一
斎
藤
紳
一
(
外
糾
)

一
川
二
…

:
y
d

諮
問
自
主
の
就
職
一
笠
宮
、
医
者
か
ら
め
診
療
裏
一
な
い
か

5
2

し
い
札
お
乙
す
っ
医
部
省
望
郷
つ
ま
白
留
保
一
訪
日
間
…
時
間

各
一
弘
報
数
民4

2

率
が
よ
く
、
李
騒
い
。
震
で
は
ヱ
一
青
空
か
ど
っ
か
を
審
査
す
る
機
関
一
な
わ
れ
た
か
ど
っ
か
を
、
専
門
的
な
立
一
で
守
れ
る
医
者
(
襲
担
当
者
と
い
一
塁
霊
代
表
す
る
霊

一
，L
r
;
警
「
!
?
一
応
平
年
法
み
の
一
で

2

さ
ん
が
嬰
で
か
も
室
長
主
主
く
し
具
、
警
告
一
三
塁
す
る
七
人
と
、

E
i
i
i

一
J
i球
ぺ
ち
ゃ
%
融
り
成
績
だ
が
、
缶

r
S
D
t人
主
見
込
ま
一
場
か
ら
の
代
表
者
七
人
計
一
閉
会
構
一
一

一
円
転
;
一
手
掛
れ
な
い
の
で
、
最
終
若
旦
め
一
成
さ
れ
ま
す
べ
一
霊
安
易
)
申
書
長

一
品
附
鋭J
J
J
ふ
拘
な
い
。
し
た
が
っ
て
昨
年
司
裁
と
く
ら
一
任
理
一
年
、
毎
月
十
八
日
に
定
例
答
一
喜
倫
太
郎
(
容
)
県
警

一
!
2
-コ
賜
ベ
て
酒
、
中
と
も
、
幕
開
宮
測
だ
一
言
書
ひ
ら
き
ま
す
。
一
進
藤
修
平
(
覇
)
県
喜

一
字
\
誠
心
一
定
壌
と
語
れ
る
。
そ
こ
で
平
塚
職
安
で
は
一
あ
た
ら
し
い
書
置
は
次
の
と
お
り
一
期
栄
(
市
議
)
間
保
連
章

一
静
ね
都
議
一
一
で
す
。
今
一
言
受
話
)
霊
重
一
員

一
戸
海
明
峨H
J山
一
一
J
Z
η
ノ
民
較
的
希
護
者
の
少
い
伎
込
み
求
人
一
一

一
調
繍
(
一
一
は
い
ね
れ
に
、
生
徒
嘩
が
応
募
す
る
よ
う
希
望
す
一

m
警
担
当
理
を
代
表
す
る
委
員
一
室
喜
(
富
市
技
術
定
員

}
一
窃
戸
蜘
訴

m…
日
北
桜
る
と
と
も
に
、
求
人
側
に
は

ζ
の
際
、
一

吋
d

，
制
静
也
臨
省

a
ι引
M
-
r
h
f
i
A

』F
a

一

腕
一
帯
融
献
しγ
料
品
専
李
義
へ
の
切
D

か
え
を
謹
ん
で
い
一

山
控
訴
時
二

J
f
ん
で
る
る
。
一

概
一
語
誤
認
し
毎
年
の
乙
と
な
が
ら
、
話
露
呈

鶴
一
室
ペ
ス
品
川

K円
パ
ス
窃
に
就
賊
し
て
、
才
能
を
伸
ば
そ
う
と
一

空

i
p

制
捜
店
擁
す
る
差
が
い
な
い
た
め
、
今
年
は
平
一

i
f
J

藍
仁
川
口
リ
ィ
乙
塚
商
店
街
モ
実
鐙
の
求
人
基
地
方
一

一
二
三
日
蕗
に
流
し
た
が
、
京
浜
地
反
の
求
人
に
一

一
斜
路
伐
悦
べ
後
一
羽
樹
、
御
さ
れ
て
芳
し
い
成
果
は
期
待
さ
れ
一

z
j
J

川
w
東
ず
、
底
を
つ
い
た
今
後
の
供
給
は
署
一

む
一
一
露
蕗
以
仇

r
d

で
き
な
い
。
一

万
一
戸

5
8
々
出
し
た
が
っ
て
、
平
塚
納
得
仇
の
閣
僚
同
士
一
一

同
一
一
句
も
、
近
住
子
第
の
採
同
聞
に
充
円
ザ
間
同
意
さ
一

u
u一
殺
襲
安
定
所
溌
「
本
年
コ
一
一
月
学
校
卒
れ
て
、
定
着
伎
が
よ
く
な
る
よ
う
な
環
一

時
一
業
者
の
就
戦
状
仮
を
一
月
二
十
古
口
現
墳
の
獲
碕
と
痛
神
的
な
殻
碍
を
し
て
ほ
一

町
一
夜
で
み
る
と
、
ご
開
会
社
の
求
人
は
ほ
し
い
ロ
新
革
者
も
涌
動
に
即
時
剰
な
地
元
一

自
に
は
出
掛
っ
た
。
就
麟
希
望
者
と
就
職
決
に
織
を
求
め
る
よ
う
す
〉
め
て
や
ま
な
一

定
者
の
比
率
一
は
次
の
と
お

b

で
あ
る
。
い
。
」
一

島
ぷ
金
、五

σ2) 

品
品
輸
物
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号第 73

:
h
E
診
一
月
二
十
二
門
口
付
か
。
勿
論
乙
れ
が
実
現
す
る
迄
に
は
変
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
乙

:
 

椅
二
日
付
朝
日
語
の
報
道
著
書
襲
撃
の
罪
も
予
想
の
地
の
警
生
か
し
て
万
警
排
し

日
J川
一
す
る
と
乙
る

L
よ
さ
れ
る
が
、
私
はζ
の
際
、
新
線
実
て
も
薪
駅
の
惑
を
努
め
な
く
て
は

や
一
れ
ば
国
警
護
現
に
よ
る
毒
事
雷
発
展
望
な
ら
な
い
。
宥
レ

ζ
の
警
察
白
平

\
\
海
道
新
線
に
つ
い
夢
を
描
い
て
み
一
た
い
と
燃
う
。
塚
市
内
に
箇
欽
新
訳
が
設
寵
さ
れ
た

C

て
幹
線
調
査
会
を
い
う
迄
も
な
く
そ
の
第
一
の
条
件
は
腕
仁
は
平
塚
の
将
来
函
は
大
き
く
変

設
は
て
検
討
中
で
あ
る
が
新
線
は
町
市
内
に
新
駅
が
開
設
さ
れ
な
け
れ
な
曲
郁
子
る
も
の
と
思
う
。
平
塚
多
年
の

広
軟
で
別
線
に
す
る
』
と
い
う
正
式
ら
な
い
が
、
な
に
し
ろ
東
京

i

大
板
宿
濯
宅
あ
る
私
鉄
の
索
ス
れ
も
実
説

結
論
に
達
し
懸
案
の
東
海
道
新
線
記
問
者
一
一
一
一
時
揚
足
ら
ず
で
走
る
と
い
う
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
交
通
の
要
衝
と

臨
も
い
よ
い
よ
軟
し
ず
議
い
て
は
態

管
乗
る
乙
と
と
東
海
運
訴
擁
こ
詑
す
夢
業
経
済
、
教
育
文

}
i
j
i
i
L

ご
一
-
f
t

な
っ
た
模
様
で
あ
化
の
一
大
中
山
地

る
。
新
緑
の
ル
!
ト
に
つ
い
て
も
昭
高
速
度
の
列
車
で
あ
る
か
ら
中
間
停
と
な

D

館
広
い
湖
南
の
大
都
市
実
現

和
十
四
年
に
療
事
目
的
で
東
京

l

下
車
釈
も
主
要
都
中
巾
に
の
み
限
定
さ
れ
も
夢
で
は
な
い
と
思
フ
。
か
か
る
平
・

瞬
間
弾
丸
割
引
軍
が
計
画
さ
れ
た
際
、
る
も
の
と
熔
う
。
先
づ
京
浜
舗
で
は
塚
否
年
の
大
計
を
樹
て
る
意
味
で
も
)
一

望
し
た
沼
地
の
転
車
考
え
ら
れ
東
京
、
横
浜
が
当
然
考
え
ら
れ
る
が
適
当
な
襲
磯
署
設
け
震
の
芝
一

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
軒
じ

ζ
の
計
次
に
沼
南
地
区
に
新
釈
の
設
橿
を
予
致
運
劃
方
針
、
ま
た
そ
れ
を
想
定
し

J
一

票
実
現
す
る
事
に
な
れ
ば
平
望
号
事
合
、
震
の
急
言
葉
主
義
自
の
都
市
計
画
筆
検
討
山
一

内
で
は
新
市
域
の
組
、
金
四
、
登
で
あ
る
大
船
、
小
田
原
の
中
院
に
当
し
て
お
く
事
も
恭

U
て
一
息
計
で
は
な
山
一

回
、
神
田
抽
出
反
が
閥
周
波
済
の
地
域
で
る
平
塚
市
は
位
串
臨
む

L
も
交
預
託
線
い
と
思
つ
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
町
一

あ
担
、
新
路
線
は
乙
の
勉
氏
を
縦
断
ょ
の
連
絡
上
の
事
を
考
え
て
み
て
距
う
か
。
一

す
る
ζ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
離
部
に
も
室
便
且
つ
平
埠
で
あ
り
大
湾
内
鈴
木
動
向
一己

一
世
一

2t ヰ

宮、露 L2 金 3.184 事

骨量



製

戸
籍
叶
到
底
の
由
甲
山
山
は
改
製
品
別
に

i

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
様
に
、
の
出
保
年
月
日
口
を
故
意
に
漁
え
て

本
年
四
月
一
日
か
ら
コ
芳
年
に
亘
出
仲
間
開
問
を
し
た
場
合
に
は
、
家
区

っ
て
、
問
仲
間
一
一
戸
籍
の
改
畿
が
行
わ
裁
判
所
の
許
可
を
う
け
て
本
籍
地

れ
ま
す
が
、
戸
籍
の
認
識
が
誤
つ
の
役
場
へ
一
戸
籍
ば
「
止
の
的
簡
を
す

て
い
る
も
の
交
は
、
事
実
と
也
君
る
必
要
が
あ
白
ま
す
。

し
て
い
る
記
誌
は
放
製
前
に
司
主
③
名
前
の
フ
リ
河
ナ

し
て
改
裂
し
て
改
袋
一
戸
籍
に
は
冗

ζ
れ
は
誤
り
で
は
な
い
の
で
す

し
い
記
載
が
な
さ
れ
る
ζ
と
が
翠
が
、
誌
が
読
ん
で
も
ま
ち
が
え
る

ま
し
い
の
で
、
お
心
当
り
の
万
は
こ
と
が
な
い
と
胤
わ
れ
る
名
に
、

な
る
べ
く
卑
く
戸
根
程
民
登
録
係
フ
リ
ガ
ナ
を
付
け
て
出
主
踏
を
し

に
刷
出
て
罰
正
の
手
続
ぎ
を
し
て
た
た
め
に
、
一
一
戸
籍
に
フ
リ
ガ
ナ
が

;
;
 

ー
と
V

付
い
た
ま
ま
自
殺
さ
れ
て
い
争
も

一
円
籍
記
殺
事
項
的
誤

D

で
よ
く
の
が
あ
り
ま
す
が
、
乙
の
フ
リ
ガ

見
ら
れ
る
の
は
次
の
よ
う
な
例
で
ナ
を
取
る
乙
と
に
つ
い
て
州
出
が

す
。
あ
れ
ば
、
市
町
村
長
の
輪
特
で
断

①
姓
名
の
誤
字
、
俗
学
等
除
す
る
こ
と
が
で
き
筆
す
。

「
遼L
と
い
う
字
を
「
澄
」
と
な
お
、
婚
制
州
出
周
や
そ
の
他
の
日
周

知
議
し
て
あ
る
も
の
、
「
喜
」
の
出
を
す
る
際
に
、
名
前
の
フ
リ
ガ

宝
を
辺
翠
ご
と
記
載
し
て
あ
る
も
ナ
を
長
り
除
い
て
ほ
し
い
日
間
を
記

の
等
で
、ζ
れ
ら
は
当
用
漢
字
、
入
し
で
も
、
乙
れ
を
取
り
除
く
こ

人
名
問
機
牢
か
定
め
ら
れ
る
前
に
と
が
で
き
ま
す
ロ

出
生
腐
を
し
た
も
の
で
、
居
豊
田
の
次
に
、
婿
養
子
縁
組
婚
婚

記
議
が
誤
っ
て
い
た
た
め
、
戸
籍
又
は
、
入
夫
婚
娘
に
よ
っ
て
入

に
も
そ
の
ま
ま
部
助
概
さ
れ
た
も
の
領
し
た
夫
婦
に
つ
い
て
、
改
撲
に

で
す
ロ
こ
の
よ
う
な
襖
字
、
俗
学
よ
る
蓋
円
絡
を
綴
製
す
る
と
き
に

に
つ
い
て
は
、
訂
守
の
申
出
が
あ
は
、
安
を
筆
頭
(
一
番
初
出
)
に

れ
ば
市
街
村
長
が
法
務
局
の
頚
部
記
載
す
る
取
緩
い
に
な
っ
て
い
ま

を
受
け
て
正
し
い
字
に
笥
笠
し
ま
す
が
、
お
夫
婦
か
ら
夫
を
筆
頭
者

す
。
と
し
て
詞
畿
す
る
よ
う
戸
籍
記
載

@
生
年
月
日
の
誤
り
般
序
の
変
更
に
つ
い
て
申
向
か
あ

婚
姻
畑
、
縁
組
そ
の
他
の
届
出
に
っ
た
と
き
は
、
夫
を
筆
頭
者
と
し

よ
っ
て
一
戸
婚
に
国
主
動
が
あ
っ
た
と
、
て
新
戸
籍
を
縮
製
す
る
こ
と
が
で

吉
、
市
町
村
長
が
日
時
概
念
惑
っ
た
き
ま

T
か
ら
、
申
出
を
さ
れ
る
万

場
合
に
は
、
発
見
の
都
度
訂
売
を
は
二
一
一
月
末
日
ま
で
に
夫
婦
双
方

し
て
い
ま
す
が
、
申
出
が
あ
れ
ば
か
ら
そ
の
手
続
き
を
し
て
下
さ

調
査
し
て
釘
主
し
ま
す
。
然
し
子
い
。 ① 
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